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議  事  概  要 

 

横見部会長： 

それでは、ただ今から第１７８回近畿船員部会を開催いたします。 

あらかじめお配りしております「第１７７回船員部会」の議事録につきま

して、ご承認をお願いしたいと思います。ご異議ございませんか。 

 

（異議なし） 

 

横見部会長： 

無いようですので、ご承認をいただいたものとして取り扱わせていただき

ます。 

それでは、議題１の「管内の雇用等の状況」について、運輸局からご説明 

をお願いいたします。 

 

土本船員労政課長： 

それでは「令和５年６月分管内雇用状況」につきまして、ご説明させてい

ただきます。 

１．職業紹介状況 

①求人関係 

新規求人数は、５８人（前月比－３２人、３５．６％の減、前年同月

比：＋２人、３．６％の増）となっています。 

月間有効求人数は、２５７人（前月比＋２人、０．８％の増、前年同月

比：＋２０人、８．４％の増）となっています。 

②求職関係 

新規求職者数は、１４人（前月比－５人、２６．３％の減、前年同月

比：－２人、１２．５％の減）となっています。 

月間有効求職者数は、３９人（前月比－１１人、２２％の減、前年同月

比－１人、２．５％の減）となっています。 
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③成立状況 

当月の成立数は、４人（前月比：±０人、前年同月比：－４人、５０％

の減）となっています。 

④職員・部員別成立者内訳 

職種別の内訳は、甲板部職員３人、機関部職員１人、甲板部部員０人、

機関部部員０人、事務務部員０人となっています。 

年齢別については、１０歳代０人、２０歳代２人、３０歳代２人、４

０歳代０人、５０歳代０人、６０歳代０人、７０歳代０人となってい

ます。 

２．新規求人・求職者の取扱実績 

①職種別内訳 

新規求人の職種別内訳は、職員４８人（甲板部３１人、機関部１７人、

無線部０人、事務部０人）、部員１０人（甲板部８人、機関部１人、無

線部０人、事務部１人）となっています。 

新規求職の職種別内訳は、職員１２人（甲板部８人、機関部４人、無線

部０人、事務部０人）、部員２人（甲板部１人、機関部１人、無線部０

人、事務部０人）となっています。 

②新規求職者の退職理由 

内訳は、船舶所有者の都合が１人、定年退職０人、雇用期間満了０人、

本人の申し出９人、自己の健康０人、倒産０人、就労中２人、不明２人

となっています。 

③新規求職者の年齢別 

３０歳未満２人、３０歳代２人、４０歳代３人、５０歳代２人、６０歳

以上５人となっています。５０歳以上は７人で占める割合は５０％、３

０歳未満は２人で占める割合は１４．３％です。 

 

３．失業等給付金支給状況 
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当月末の受給資格者数は１６人で、基本手当の給付実人数は２人、給付

件数は２件となっています。給付金額は２４２，２９５円です。前月は３

人、４件の２５０，３７５円でした。 

それから、高年齢求職者給付金が０件０円、再就職手当が１件５１９，

９６０円、就業促進定着手当が０件０円よって、当月支給額計は、７６２，

２５５円となります。 

 

４．月間有効求人倍率の推移 

６月の近畿船員は６．５９倍で、前月比＋１．４９ポイント、前年同

月比、＋０．６６ポイントとなっています。 

 

５．近畿運輸局、月間有効求人・求職状況 

①月間有効求人は２５７人で、このうち、新規求人者数は５８人となって

います。 

当局の紹介による求人側の成立は１人、他局成立は０名でございました。 

求人の取り消しは３８人で、理由の内訳は有効期限切れ３２人、自己応

募・縁故により採用０人、会社都合により取り下げ５人、その他は１人

となっています。 

 

②月間有効求職者は３９人で、前月との差は－１１人でした。 

当局の紹介による求職側の成立は０人、他局成立は３人でした。 

求職の取り消しは１７人で、理由の内訳は期限切れ１５人、自己応募・

縁故により採用０人、自己都合により取り下げ２人、その他０人となっ

ています。 

 

６．全国運輸局別の有効求人、有効求職、成立数、有効求人倍率 

①５月の全国の月間有効求人数は、２，９７７人で、前月比９４．１％、

前年同月比は１０９．７％となり、２６４人増加しています。 
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②５月の全国の月間有効求職数は、８９０人で、前月比９２．８％、前

年同月比１００．３％となり、３人増加しています。 

③５月の全国の成立数は、５３人で、前月比７１．６％、前年同月比で

は６８．８％となり、２４人減少しています。 

④５月の全国船員の有効求人倍率は季節調整値により３．６７倍となっ

ています。５月の全国陸上は季節調整値により１．３１倍となってい

ます。 

以上が管内の雇用等の状況でございます。 

 

横見部会長： 

 ご説明ありがとうございます。 

 資料１、２、３について何かご質問等ございますでしょうか。 

 

三輪委員： 

 求人・求職状況の資料を提示いただいていますが、例えば各月の新規求人

件数のグラフは、３か月ごとに山の波があるのは求人票の有効期間が満了し

て、求人票を再提出するからというお話を以前伺っていまして、この求人や

求職の件数は、求人が増えているのが望ましいのでしょうか、求職が減って

いるのが望ましいのでしょうか。といいますのも、求人・求職の件数の上が

り下がりをどう捉えればいいかというのを毎回悩ましく思っていまして、成

立件数が増加するのは望ましいというふうに思っておりまして、求職件数が

増加していれば、新しく職を探している人が増えている、つまり職にあぶれ

ている人がいる。求人件数の増加は、新しく事業を起こされて人手が欲しい

等、求人・求職の件数の増減をどのように捉えたらいいのかなというのをす

ごく悩ましく見ておりました。 

 私の主観でしかないのですけれども、資料の数字について、毎回増減があ

る中で、どのように捉えたら良いのか、何かご意見や、こう見れば良いです

よというふうにおっしゃっていただけるとありがたいです。 

 

土屋委員： 
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 最近の船員不足になってからの私の主観ですけれども、求人数が多いとい

うのは、船員が足りない船社が多いことが反映されているのかなと思います。 

 どんどん仕事が増えて新しい船をどんどん建造したりするような場合は、

たぶん求人は増えると思います。新しい事業が増えているので人手が足りな

くなるというのは、これは良いことかなと思います。ところが、船員が辞め、

人手不足となって求人が増えているという現状からすると、求人数が多いと

いうことは人が足りない、育っていない。だから、人が欲しい会社ばかりが

増えて、そして、船は回っていないということになるのかなと思います。 

 求職者が多いのは、本当は良くないのかなと思うのですが、考えようによ

っては、初めて船に乗ろうという人が出てくると求職者が増えるので、そう

いう人の割合がどれくらいいるのか、求職件数はそういった傾向を把握する

ことができると思います。 

 

三輪委員： 

 ありがとうございます。 

 今のお話ですと、純粋に求職するという件数が増えるのは、船員教育機関

の卒業時期などでしょうか。 

 

土屋委員： 

 新卒の方は、多分、運輸局に求職票を提出しないと思います。船社が教育

機関に求人を出して、それに応募しますので、運輸局の求職件数には含まれ

ていないと思います。 

 

三輪委員： 

 ここには入らない。なるほどです。 

 

土屋委員： 

 新規の求職というと、例えば海技免状がないけれど、でも船員の仕事をや

ってみようと思って飛び込んで来る人は、新規求職件数に入るのかなと思う

のですけれども、ただ絶対数は少ないのかなと思います。 
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三輪委員： 

 分かりました。 

 

礒合委員： 

 新卒は求職票を出さないのでデータとして現れることはないですが、全国

の求人倍率の資料を見ていただければ、近畿運輸局の場合は、管轄している

地域は船員さんが多く居住していない、いわゆる船員どころではない地域で、

求人票を出す船会社が多いことから求人倍率が多くなるのではと考えていま

す。例えば、中国運輸局や四国運輸局のように、船員さんがたくさんおられ

るところに比べて、その求職と求人のバランスは違うように私は理解してい

ます。近畿運輸局管轄の地域では、特に、船員さんの数について、大阪の平

水区域で働く船員数を見ても、本当に少ないと感じています。 

 それが四国や九州の船主さんと話をすると地域の船員数は非常に多いが、

タンカー船に乗る船員は少ないと言っておられ、求職と求人のバランスはそ

の各地方局で違ってくると思います。船員が少ない上に船会社がたくさんあ

る地域では、すごい求人倍率になっていると思っています。近畿運輸局管轄

だけでは、船会社の求人件数と、求職する船員数の差がとても大きいと思い

ます。 

 

三輪委員： 

 分かりました。ありがとうございます。 

 

横見部会長： 

 ほか、いかがでしょうか。 

 

安達委員： 

 各運輸局で求人情報を取りまとめられていると思いますが、地域ごとに求

職されてきた方が、そこの管轄内の船社だけにマッチングをされているので
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しょうか。例えば、近畿運輸局が扱っているものも、例えば全国のほかの運

輸局でもご紹介されているということですか。 

 

土本船員労政課長： 

 はい。当局に求職票を提出された方であっても、全国の求人者に紹介する

ことができます。 

 

安達委員： 

 そうですよね。ですと、もう少し成立件数があってもいいのかなと思った

りしたのですが。 

 

村上海事振興部次長： 

 船員は住所地を管轄する運輸局に求職票を提出しますが、今、礒合委員か

らお話があったように、もともとの出身地といいますか、船員の土壌がある

ような九州や瀬戸内地方などの地域は求職者数が多く、いわゆる個人オーナ

ーのような事業者が地元の船員を雇って、どこかのオペレーターの下で働く

というケースが、業界の中で半数以上を占めていると思います。そういう意

味では、やはり船員の多い地域では地元の中で何とかなっていて、大阪では

地元の船員が少ないため、成立件数が少ないのではないかと思います。 

 

礒合委員： 

 弊社でも、近畿運輸局に求人票を提出すれば、全国の方からご連絡を頂き

ますので、日本全国にきちんと連携されていると実感しています。大阪の求

人数が多いため、他の運輸局の求人に応募する求職者との成立は少ないのか

もしれません。 

 

安達委員： 

 ありがとうございます。 

 

横見部会長： 
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 ほか、何かご質問ございますでしょうか。 

 

横見部会長： 

 無いようですので、それでは、次に議題２の「その他」に入ります。 

 運輸局の方から説明をお願いします。 

 

村上海事振興部次長： 

資料４を説明申し上げます。 

まず、令和５年５月分の内航海運の輸送動向調査の概要ですが、 

貨物船と油送船を合計した輸送量は前年同月比９９％となっております。 

貨物船は前月に続いて燃料、自動車が増加した。一方で、鉄鋼、原料、

紙・パルプ、雑貨、セメントの５品目で減少し、結果的に前年同月水準で推

移しています。 

油送船は白油、ケミカル、増加した一方で、黒油、高圧液化、高温液体、

耐腐食の４品目で減少したため、９か月連続で前年同月の水準を割り込む結

果となっています。 

 

（貨物船の概要） 

５月の貨物船の輸送量は、前年同月比１００％、前月比９５％となってい

ます。 

鉄鋼は、前年同月比で９０％。引き続き鉄鋼需要は低水準で推移している

ようです。 

原料は前年同月比８９％。セメントや鉄鋼向け原料の輸送の減少が継続し

ています。 

燃料は前年同月比１２９％。石炭は前年同月の石炭火力発電所のトラブル

等の影響による反動増であるようです。 

紙・パルプは８０％。紙製品の減産により、輸送は低調になっているよう

です。 

自動車は前年同月比１３８％。供給制約の解消が見られており、生産も回

復した結果、大幅な増加が継続しています。 
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油送船の概要 

５月の油送船輸送量は前年同月比９８％、前月比で９９％となっています。 

黒油は前年同月比８７％、前年同月は製油所間転送需要やＬＮＧ価格上昇

による火力発電所向けの転送等の需要がありましたが、今月はそのような転

送需要が無く減少しています。 

白油は、前年同月比１０３％、製油所のトラブル等の影響による輸送やジ

ェット燃料、ガソリンの需要が好調に推移しているようです。 

ケミカルは前年同月比１０２％、前年同月はプラント工場の定期修理や半

導体不足による減産、中国の都市封鎖等に伴う輸出の減少が見られていたが、

今月は影響が無く反動増になりましたが、需要自体にはまだ弱さが見られる

とのことです。 

それでは５ページ以降、貨物ごとの状況です。５月の欄と対前月の欄をご

覧下さい。 

 

鉄鋼ですが、 前年同月比で  ８９.５%、前月比では １０７.３% 

原料は、   前年同月比で  ８９.４%、前月比では １０５.６% 

燃料は、   前年同月比で １２９.３%、前月比では  ９９.８% 

紙・パルプは、前年同月比で  ８０.０%、前月比では  ９４.９% 

雑貨は、   前年同月比で  ８８.２%、前月比では  ８７.６% 

自動車は、  前年同月比で １３８.４%、前月比では  ７８.２% 

セメントは、 前年同月比で  ９４.３%、前月比では １０５.２% 

貨物船全体の輸送量は、１，５２４万７千トンで 

前年同月比で １００.２%、前月比では ９５.３%となっています。 

 

黒油（こくゆ）は、前年同月比で  ８７.４%、前月比では １００.１% 

白油（はくゆ）は、前年同月比で １０３.０%、前月比では １００.４% 

ケミカルは、   前年同月比で １０２.１%、前月比では  ９７.８% 

一般タンカーの輸送量は、７４６万７千トンで 

前年同月比で  ９８.４%、前月比では １００.１%となっています。 
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続きまして、 

高圧液化は、   前年同月比で  ９３.０%、前月比では  ８５.４% 

高温液体は、   前年同月比で  ７５.０%、前月比では  ７４.１% 

耐腐食は、    前年同月比で  ９４.４%、前月比では  ９２.６% 

特タン船の輸送量は、 ８８万５千トンで 

前年同月比で  ９２.１%、前月比では  ８７.４%となっており、 

全てのタンカーの合計は、 ８３５万２千トンで 

前年同月比で  ９７.６%、前月比では  ９８.６%となっています。 

  

次に資料５、長距離フェリーの令和５年５月の輸送実績でございます。 

５月の欄と、右のほうの対前月、対前年同月比のところをご覧ください。 

まずトラックですが、 

北海道は、１０,３８０台で、前月比９９.８%、前年同月比で１００.２% 

北九州は、２９,６０７台で、前月比９１.８%、前年同月比で１０６.６% 

中九州は、 ９,３６０台で、前月比９２.０%、前年同月比で１０２.０% 

南九州は、１２,３８０台で、前月比１０３.８%、前年同月比で１０７.５% 

となっています。 

 

次のページ、旅客でございます。 

北海道は、１５,６１８人で、前月比１５６.６%、前年同月比で１４６.２% 

北九州は、７８,９８１人で、前月比１１１.６%、前年同月比で１２５.５% 

中九州は、３６,４３１人で、前月比１１５.５%、前年同月比で１５９.９% 

南九州は、２７,５６３人で、前月比１１６.１%、前年同月比で１２７.３% 

となっています。 

 

次のページ、乗用車でございます。 

北海道は、 ５,４８０台で、前月比１３４.９%、前年同月比で１３４.２% 

北九州は、２６,２１８台で、前月比１０９.５%、前年同月比で１１０.６% 

中九州は、 ６,４２６台で、前月比１２５.８%、前年同月比で１４１.９% 

南九州は、 ８,５１４台で、前月比１０３.５%、前年同月比で１２４.０% 
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となっています。 

 

５月分の実績について、トラックの実績は大きな動きはありませんが、全

ての航路で前年同月比を上まわっており、コロナ前の実績に少しずつ戻りつ

つあるものと思われます。 

旅客、乗用車はゴールデンウィーク需要もあり、全ての航路で前月比、前

年同月比を上まわっています。航路によっては、コロナ禍前の実績を上回っ

ていますので、このまま順調に利用実績が回復すればと考えております。 

私からの説明は以上でございます。 

 

横見部会長： 

 ありがとうございました。 

 ただいまのご説明につきまして、何かご質問ございますでしょうか。 

 旅客船だけではないと思いますが、コロナ前にほぼ匹敵するぐらい、旅客

も乗用車も含めて回復しているというのが特徴的だと思います。本当に目を

みはるような回復ぶりですよね。 

 

安達委員： 

 資料５のフェリーの輸送実績における旅客のデータというのは、各月の航

路の合計値のみなのでしょうか。それとも、細かい内訳といいますか、例え

ば年齢とか、団体なのか個人なのか、そういう詳細なデータはあるのでしょ

うか。 

 

村上海事振興部次長： 

 私どもが提供いただいています資料は、合計値のみの数字ですね。大人か

子供、団体か個人かという内訳は含まれておりません。 

 

安達委員： 

 なるほど。では、資料の提供元は詳細な内訳をお持ちなのでしょうか。 

 



－14－ 

村上海事振興部次長： 

 この資料とは別ですが、近畿運輸局のホームページで「近畿のちから」と

いうページを作っておりまして、フェリーの輸送実績を掲載しています。そ

の中でも、大人・小人のような区分はありませんが、フェリー事業者から毎

月情報提供いただいた際に、実績が増減した理由などを聞き取りしていまし

て、各社ごとに様々な集計を取っておられるようです。 

 

安達委員： 

 どのような客層なのか、コロナの前後で変化があったのか、回復の度合い

もスピードもかなり速いのですけれども、航路ごとに少しずつ違いますので、

何かそのあたりの要因が分かればと思い、質問させていただきました。 

 

村上海事振興部次長： 

 回答にはなっていませんけれども、近年、多くのフェリー会社で新造船へ

のリプレースが進んでいますが、どの船社さんも、旅客定員はほぼ一緒か、

逆に減らしているとか、昔あった修学旅行生向けの大広間をあえてなくした

り、コロナの影響で設計を途中で変更したというお話も聞きましたし、そう

いう意味では、旅客については団体よりも、少し個人旅行の方にターゲット

を向けておられるようなことを聞いています。 

 トラックや乗用車については、どの船社も新造船にリプレースする際に積

載スペースを増加していますので、そういう意味では、ある程度増加するの

は当然なのかもしれません。 

 

安達委員： 

 ありがとうございます。 

 

横見部会長： 

 そういえば、フェリーさんふらわあがデイクルーズを始めましたよね。あ

れは、まだこの資料には反映されていないのでしょうか。 
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村上海事振興部次長： 

 月１回、１往復の運航を７月から１１月まで実施されるようです。今回の

資料は５月の輸送実績ですので、まだ反映されていません。 

 デイクルーズにつきましては、多くのお客様からお申込みをいただいてい

ると聞いていますが、資料の数字に反映されるほどの運航回数ではないかも

しれません。 

 

横見部会長： 

 ありがとうございます。 

 ほか、何かご質問ございますでしょうか。 

 

横見部会長： 

 それでは次に、事務局より報告事項がありますので、よろしくお願いしま

す。 

 

・今年度の近畿運輸局における最低賃金の諮問について 

〔 大谷海事振興部長（説明）〕 

 

横見部会長： 

 ありがとうございました。今の件について、何か質問ございますか。 

 

佐藤委員： 

 例年、私たち労働者委員は、近畿の漁船の最低賃金部会にオブザーバーと

いう形で参加していますけれども、正式に委員に入れないかということで、

去年もお願いしております。京都の底引き網漁船に組合員がいないとか、労

使関係を持った会社がないとか、そういった理由でなかなか委員になれない

のですけれども、漁船員に関する様々な政策的な動きとかも我々やっていま

すので、そういった意味では、別に組合員がいる、いないにかかわらず、ぜ

ひ労働者委員として漁船の最低賃金専門部会に参画させていただけるよう要

請しますので、ご検討いただければと思います。 
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浦委員： 

 漁船の最低賃金部会は、使用者と労働者が親子だったり、労使の関係を成

しておらず、話し合いができない状況ですね。結局、公益委員の先生が何と

かまとめてくださっている。我々、神戸の漁船最低賃金部会にもオブザーバ

ーという形で入っていますが、近畿も神戸も同じような状況です。 

 

横見部会長： 

 私も、過去に２回、間人に専門部会長として行かせていただきましたが、

労働者委員の方がオブザーバーとして参加してくださって、専門的な見地か

らご意見を言ってくださいました。正式に最低賃金部会の委員に入られるか

どうかは事務局で検討されることになると思いますが、また少なくともオブ

ザーバーとしてご参加いただけると私はありがたいと思います。 

 

横見部会長： 

 ほか、いかがでしょうか。 

 それでは、もう一件、事務局から報告がございます。 

 

村上海事振興部次長： 

 近畿運輸局では、業務効率化、働き方改革の一環として、令和５年９月１

日より管内の海事部門の窓口受付時間を繰り上げ、平日の８時３０分から１

２時及び１３時から１６時にしますことを海事関係の各団体あてに文書を出

しまして、各団体から傘下の会員に周知していただくようお願いしました。 

 現在の窓口業務は、支局では１７時１５分まで、本局は１７時４５分まで

ですけれども、勤務時間の最後まで受付を行っています。９月以降は１６時

を過ぎてしまっても、申請を受け付けないものではなく、申請者の皆様に１

６時までに申請いただくようご協力をお願いするという趣旨です。 

 これは、海事部門だけではなく、自動車部門等で既に実施している部署も

あり、国土交通省の中でいろいろ調査しているところでして、近畿だけでは

なく、他局も同様の文書を各地の海事関係団体に出しています。内容もほぼ
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同じで、働き方改革の一環としまして、勤務終了間際に申請を受理しますと、

そこから１時間残業することになってしまいますので、できれば１６時まで

にお越しいただけませんかとお願いをしたということでございます。 

 

横見部会長： 

 ありがとうございました。 

 今のご報告について、何か質問ございますでしょうか。よろしいですかね。 

 

横見部会長： 

それでは続きまして、船員政策や船員労働全般に関わる様々な問題につき

まして、ご意見情報等ございましたらご発言をいただきたいと思います。労

働者委員の方からいかがでしょう。 

 

井上委員： 

 船員法適用の会社と労基法適用の会社の求人と求職についてですが、この

船員部会の資料に、船員法適用の会社の求人について、陸上のハローワーク

との連携という取扱があると思います。一方、労基法適用の、特に旅客船の

会社ですけれども、総トン数２０トン以上の船舶はやはり海技免状が必要に

なります。この労基法適用の会社の求人について、運輸局の窓口や海のハロ

ーワークネットと連携し、求職者を紹介できる体制の構築をお願いしたいで

す。船員法適用の会社も船員不足ではありますが、労基法適用の会社も同じ

く船員が不足しているという状況ですので、なにか対応できないでしょうか。 

 

村上海事振興部次長： 

 過去からも、湖や港内で運航する総トン数２０トン以上の旅客船等の事業

者から同様のお話をいただいており、陸上の公共職業安定所に求人を出して

も、４級や５級の海技免状を受有する求職者はほとんどいないと思います。

現在の取扱では、公共職業安定所で受理された求人票の写しを求人者の希望

により運輸局の船員職業安定窓口でも掲示することができるという運用には

なっていますけれども、確かに、窓口に来なくても海のハローワークネット
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で自宅から求人を検索できる時代ですので、そこに連携できないというのは

ちょっと遅れてきたなという認識はしています。そこで制度を変えようと思

いましても、やはり厚生労働省と国土交通省との中で法令改正が必要ではな

いかというところで、なかなかハードルが高そうだというのが現状だと思い

ますが、労働者委員からもお話があったということは、しっかり情報共有し

ておきます。 

 

浦委員： 

法的な問題はありますか。 

 

村上海事振興部次長： 

 国土交通省か厚生労働省のどちらで受理するかというのは、法令で整理す

る必要があると思います。 

 

岡田船員労政課専門官： 

 船員職業安定法において運輸局の職業紹介の対象となる船員は、船員法上

の船員と明記されていますので、一定の整理は必要だと思われます。 

 

村上海事振興部次長： 

 法改正までせずに省令改正だけで対応できるのか、いずれにせよ国土交通

省と厚生労働省で調整する必要があると思います。実際に紹介まではできな

くても、海のハローワークネットに求人情報を掲載するだけでもできれば良

いのですが。この件につきましては、改めて認識しておきたいと思います。 

 

横見部会長： 

 ありがとうございました。  
 それでは、使用者委員の方からいかがでしょう。 

 

横見部会長： 

 そのほか、公益委員の方からいかがでしょうか。 
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よろしいでしょうか。 

 

横見部会長： 

それでは本日の部会は終了いたします。 

次回は８月２４日（木）１６時００分からとなっておりますので、皆様よ

ろしくお願いいたします。 

 

 

(配付資料) 

 資料１．令和５年６月分 近畿運輸局管内船員職業紹介実績表 

 資料２．令和５年６月分 月間有効求人・求職状況（近畿管内） 

 資料３．令和５年５月分 局別月間有効求人数（商漁船・職部員別）等 

 資料４．内航輸送実績状況（令和５年５月分まで） 

 資料５．長距離フェリー輸送実績の推移（令和５年５月まで） 

 資料６．海事関係窓口受付時間の変更について 

 

 


